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小児感染症一覧 
（A）医師による意見書（登園許可書）が必要な感染症 

病名 主な症状 感染しやすい期間 登園のめやす 

麻疹（はしか） 
初め風邪症状が続く。発熱・目やに充血。 

発疹は全身。 

発症1日前から発しん出現後の4日後

まで 
解熱後3日を経過していること 

インフルエンザ 
急な高熱・寒気・頭痛 

全身倦怠・関節痛 

症状が有る期間（特に発症前24時間

から発病後3日程度まで） 

発症後5日を経過し、かつ解熱後 

3日経過していること 

風疹（３日ばしか） 
発熱と共に顔・首から発疹。 

１日で全身に広がり３日で消滅。 
発しん出現7日前から発症後7日 発しんが消失していること 

水痘（水ぼうそう） 
腹部・背中に小さな赤い発疹。 

その後全身へ。発疹は水痘→かさぶた 

発しん出現前1～2日前から 

痂皮（かさぶた）形成まで 

すべての発しんがかさぶた化 

していること 

流行性耳下腺炎 

（おたふく風邪） 

耳下腺・舌下線などの腫張と圧痛。 

時として頭痛・発熱。 
発症3日前から耳下腺腫脹後4日 

腫脹発現から5日経過し、全身 

状態が良好になっていること 

咽頭結膜熱 

（プール熱） 

咽頭炎・結膜炎・発熱 

高熱が２～３日続く。 

発熱・充血等の症状が出現した  

数日間 

発熱・充血等の主な症状が消失

した後２日経過していること 

流行性角結膜炎 目の充血・まぶたの腫れ・目やに 症状出現後数日間 症状が消失していること 

百日咳 
風邪様症状が続き、 

夜間ひどく咳き込む。特有の咳をする。 

抗菌薬を使用しない場合、咳出現後 

3週間を経過するまで 

特有の咳が消失、または抗菌性

物質製剤による5日間の治療が 

終了していること 

腸管出血性大腸菌感染症 

（O157、O26、O111等） 

潜伏期間後、激しい腹痛をともなう頻回の水

様便。続いて血便が現れる。発熱。 
- 

医師により感染のおそれがない

と認められていること 

（B）保護者の登園届が必要な感染症 

病名 症状 感染しやすい時期 登園のめやす 

溶連菌感染症 

急な高熱・寒気・頭痛・のどの痛み 

１日後全身に発しん。 

舌の先が腫れてイチゴの様になる。 

適切な抗菌薬治療を開始する前と 

開始後1日間 

抗菌薬内服後24～48時間が 

経過していること 

マイコプラズマ 

肺炎 

風邪様症状後、夜間ひどく咳き込む。 

微熱から高熱まで様々。 

適切な抗菌薬治療を開始する前と 

開始後数日間 

発熱や激しい咳が治まっている

こと 

手足口病 
手足全体・肘や膝 

あるいは臀部周辺の発疹。 

手足や口腔内に水疱・潰瘍が発症 

した数日間 

発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響

がなく、普段の食事がとれること 

伝染性紅斑（りんご病） 
頬がりんごの様に赤くなる。 

顔から始まり腕・足に発しん。かゆみ。 
発しん出現前の1週間 全身状態が良いこと 

ヘルパンギーナ 
５日以上の発熱後、 

咽頭・口蓋に水痘。 
急性期の数日間（便には1ヵ月） 

発熱や口腔内の水疱・潰瘍の影響

がなく、普段の食事がとれること 

帯状疱しん 高熱・口内炎。 水疱を形成している間 水痘（水ぼうそう）と同様 

突発性発疹 
２～３日高熱が続き、熱が下がると胸・腹部

に発疹。その後全身へ。 
- 

解熱し機嫌が良く、全身状態が

良いこと 

（C）その他 

病名 症状 感染しやすい時期 登園のめやす 

伝染病膿痂疹（とびひ） 膿疱。伝染力が強く、かさぶたができるまで続く。 湿潤な病巣がある間 湿潤な病巣が露出しない 

伝染性軟属腫（水いぼ） 皮膚のやわらかい箇所にいぼ。 いぼより浸出液が出ている間 いぼからの浸出液を覆って 

アタマジラミ 頭部に1～4mmほどの虫が寄生、卵を産む シラミが付着している間 駆除対策を開始して 

RSウイルス感染症 
潜伏期間後、発熱・鼻水・咳 

１～２週間で軽快。 
呼吸器症状がある間 

呼吸器症状が消失し、全身状態

が良いこと 

ウイルス性胃腸炎 
（ノロ、ロタ、アデノウイルス） 

嘔吐・下痢・発熱。便は 

水様性で白っぽく数日続く。 
症状のある間と症状消失後1週間 

嘔吐・下痢等の症状が治まり、

普段の食事がとれること 

急性出血性結膜炎 
強い目の痛み、目の結膜（白眼の部分）の充

血、結膜下出血、目やに、角膜の混濁等 
- 

医師により感染のおそれがない

と認められていること 

侵襲性髄膜炎菌感染症 

（髄膜炎菌性髄膜炎） 

突然の発熱、頭痛、意識障害、      

けいれん（髄膜炎症状）、紫斑等 
- 

医師により感染のおそれがない

と認められていること 

結核 
数週間続く咳、痰、発熱、疲労感、    

体重減少等 
- 

医師により感染のおそれがない

と認められていること 

（B）保護者の登園届が必要な9疾患に関しては、登園に際して保護者が医師の診断を確認して、保護者が登園届に記載します。 

（C）そのほかに関しては、登園に際してとくに届け出は不要となっています。新型コロナウイルス感染症につきましては保健所の指示に従います。 
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お子様の身体について 

●脱臼・脱腸の経験が１度でもおありの方や、体に不安のある方

は、前もって必ず、担当保育士にお知らせください。配慮して  

保育致します。 

●下痢しやすい体質・けいれんを起こしやすい体質・ぜんそく・  

アレルギー体質・食べ物によって異常を起こす体質などは、  

必ずお知らせください。 

病気について 
●嘔吐・下痢・発熱の時は、お子さまのためにも、お休みして早期治療に努めて   

くださるようお願いいたします。 

●降園後や休日、長期休暇中などに病気やケガをした場合や、前夜に発熱・下痢・

嘔吐があった場合は、必ずお知らせください。 

●各種予防接種・ワクチン投与後は、体調管理のため、自宅で安静にしてあげま 

しょう。 

感染する病気にかかった場

直ちにこども園にご連絡ください。 

●感染症の病気の場合（麻疹・インフルエンザ・風疹・水痘等P12参照）集団生活

にさしつかえないかどうか意見書（登園許可書）をもらってから登園をお願いしま

す。証明書がない場合は、登園をすることができません。また、状態により、こども

園の対応にご協力をお願いする場合もあります。 

●証明書の紙が必要な方は担任または事務室までお申し出ください。 
  （園のホームページよりダウンロードすることもできます。） 
 

ホームページ「こどもの救急」  

http://kodomo-qq.jp/ 

 

子どもの症状から、家で様子をみるか、病院へ  

行くか、救急車を呼ぶべきかのアドバイスが出ま

す。 「もしも」のために、一度試しておきま

しょう。 

投薬について 

●職員による園児への投薬の取扱いは、医療行為にあたるため、こども園では   

原則として行っておりません。但し常備しておかなければならないアレルギー薬に

ついてはお預かりします。 

   


